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６ 月 定 例 会 ー D I G E S Tー
フ ロ ム 2 4 　 〜 市 議 会 か ら の お 知 ら せ 〜

From 24フロム

議員数＝ 21 名　表決参加議員数＝ 20 名※議長は表決に加わりません。
赤字＝議員が提出した議案　その他＝市長提出議案

＜6月6日～6月27日／会期22日間＞　6月定例会には、市長提出議案11件、議員提出議案2件の合計13件が提出されました。

条  例

意見書

予  算

三田市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について　など条例案件　５件

少人数学級推進、義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書

平成 23 年度三田市一般会計補正予算（第 2 号）

三田市市税条例の一部を改正する条例の制定　など報告案件　２件
三田市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて　など人事案件　２件

その他

全 議 員 が 賛 成した 議 案（ 可 決 ）

平成23年

6月定例会の結果

・「人権侵害救済法」への
慎重な対応を求める意
見書

議　案　名

否決
賛成 3名
反対15名
棄権 2名

【真正会】森本政直、北本節代、岡田秀雄、家代岡桂子【新政みらい】肥後淳三、
田中一良、厚地弘行【民主党三田】野上和雄、美藤和広、檜田充【盟友会】福田秀
章、今北義明【公明党】松岡信生、平野菅子【無会派】坂本三郎

反  

対

【自由民主党】笠谷圭司、酒井一憲、前中敏弘賛
成

【日本共産党三田市議団】中田初美、長谷川美樹棄
権

・保育制度改革に関する
意見書提出を求める請
願書

議　案　名

否決
賛成 3名

反対17名

【真正会】森本政直、岡田秀雄、家代岡桂子【自由民主党】笠谷圭司、酒井一憲、
前中敏弘【新政みらい】肥後淳三、田中一良、厚地弘行【民主党三田】野上和雄、
美藤和広、檜田充【盟友会】福田秀章、今北義明【公明党】松岡信生、平野菅子【無
会派】坂本三郎

反  

対

【日本共産党三田市議団】中田初美、長谷川美樹【真正会】北本節代賛
成

9 月定例会の予定8 月 9 月
月 火 水 木 金 土 日

8/15 16 17 18 19 20 21

9 月定 例 会 告
示

22 23 24 25 26 27 28

10：00
議会運営委員会

29 30 31 9/1 2 3 4
10：00
本会議（第 1日）
市長提案理由説明

請願・陳情 〆 10：00
議会運営委員会

5 6 7 8 9 10 11
10：00
本会議（第 2 日）
一般質問（代表）

10：00
本会議（第 3 日）
一般質問（代表）

10：00
本会議（第 4 日）
一般質問（個人）

12 13 14 15 16 17 18

10：00
常任委員会

10：00
常任委員会

10：00
常任委員会

10：00
本会議（第 5 日）
表決

※上記予定は、変更となる場合があります。最新の情報はホームページでご確認ください。
　本会議、運営委員会は市役所本庁舎 2 階三田市議会で、決算特別委員会は西 3 号庁舎 3 階大会議

室で開催します。

三田市議会事務局のしくみ
　三田市議会事務局は、市議会の運営に
かかわる事務全般をおこなう組織です。
　現在 7人の職員でがんばっています。

議会事務局の組織図

局　長（1人）

課　長（1人）

（議事係長兼務）

副課長（1人）

臨時職員（1人）

（議事係長） 庶務係長（1人）

議事係（1人） 庶務係（1人）

議案内容等の詳細は、
三田市議会
ホームページの

「審議予定・結果」を
ご覧ください。

新庁舎建設特別委員会委員
　平成 27 年度建設予定の新庁舎について調査するため設

置 ⇒ 副委員長：北本節代議員

環境審議会委員
　環境の保全と創造に関する施策を推進する上で必要な事

項を調査審議するため設置 ⇒ 笠谷圭司議員

2議員の欠員に伴う委員体制の変更があり、次のとおり決定しました。

　藤原美津雄議員（公明党）が平成 23
年 5 月 22 日、逝去されました。
　藤原議員は、平成 12 年に初当選し、
以後通算３期にわたって議員活動に専念
され、この間、三田市議会副議長、総務
財政常任委員会委員長、議会報編集委員会委員長を務める
など、多くの要職を歴任されました。
　ご冥福をお祈りします。

藤原美津雄議員逝去
　三田市と九鬼家ゆかりの三重県鳥羽市とが友好都市宣
言の調印式を開催。木田・鳥羽市長と竹内市長が友好都
市宣言に調印しました。今後は歴史文化、観光、防災な
ど、さまざまな分野で交流を深めます。

鳥羽市と友好都市宣言調印

　この度、市民の規範となるべき立場にある市議会議員が
暴行事件を起こし、辞職いたしました。まことに遺憾であり、
市民の皆様に対しまして、深くお詫び申しあげます。
 　二度とこのようなことを繰り返さぬよう、今後は、さらに
綱紀粛正の徹底を図り、市民の皆様の信頼回復に努めてま
いります。

お詫び

▲宣言書を掲げ握手を交わす市長・市議会議長。

坂倉紀男
鳥羽市議会議長

竹内英昭
三田市長

木田久主一
鳥羽市長

関口正人
三田市議会議長

条  例 三田市議会議員定数条例の改正について

議員定数問題特別委員会開催
請求者が説明しました。

全 議 員 が
継 続 審 査

とした 議 案

　「三田を愛する女性の会（田守栄子会長）」は6月21日、
三田市議会議員22名を20名にする「三田市議会議員定数
条例の改正」をもとめる直接請求（署名5,359人）を竹内
英昭市長に提出しました。議員定数については、今年の三
田市3月定例会で、次回改選時より現行の24名から22名に
変更することが決定されています。
　直接請求を受け竹内市長は同月27日、地方自治法第74
条第3項に基づき、「議員定数は議会の自己決定が基本」
との意見書を添えて市議会に付議。市議会は議員定数問
題特別委員会（前中敏弘委員長、他7名）を設置し、請求者

の意見説明と質疑を行っ
た上、議会の審議を行っ
ていくこととしました。
　この特別委員会は7月
7日、フラワータウン市民
センターにて33名の傍聴者が見守る中、開催されました。
　請求代表者から、「市政の主人公である市民を市政に参
画させるべき」、「議会を名誉職ではなく少数精鋭の立法
府にすべき」などの請求理由が読み上げられ、特別委員会
の議員からは「定数4減の根拠は？」「定数を22ではなく

20にしてどう変わるのか？」、
「議員の実情をまず知ってほし
い。高度な専門能力や少数精鋭
とは何をもって測るのか？」など
の質疑がなされました。
　次回の委員会は未定です。

CLOSE UP


